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専門辞典の記述に見る f森林レクリエーションj の定義・解釈の変遷

宿中伸彦((独)森林総合研究所)

キーワ}ド:森林レクリエーション、専門事典、定義の康史的変遷

1 .目的・方法

本研究は、我が箇で f森林レクリヱーション(以下原郎レクと表記)J という用語が、ど

のような解釈のもとで使用されてきたのかを明らかにする医的の一環として行われた。

我が閣は、国ごとの約 3分の 2が森林に覆われる世界的にも有数の森林閣である。そのた

め、レク汚動空間として森林は大きな役割を担っている。我が闘では、明治期以降、保安

林や麗有林の保護林制度などを先駆けに、 1960年代後浮から、積緩的に森林レクが施策の

対象に取り上げられるようになった(留中 2007)。しかしながら、「森林レク Jという言葉

は、今現在においても明確なコンセンサスのもと用いられているとは言い難い。この言葉

の定義が綬欧なまま使用されているという指摘は、既に少なくとも四半世紀前からなされ

ている(小谷 1982)。確かに今でも、例えばレクのために管理すべき森林の範聞についてす

ら、共通の見解があるかどうかは心許ない。

しかし、森林林業に関わる主要警な専門事典をみると、 1961年発行の「林業百科事典(本

林業技術協会 1961)J以降、森林科学関係の 5つの専門事典で森林レクに関連する記述が

みられ、定義が試みられている。本報告では、その記述に着目し比較することで、我が箆

の「森林レク j という言葉の定義・解釈の変遷を明らかにしたい。

2. 結果

1961:1:手発行の f林業百科事典j では、「レクヲェーション j という用語が掲載され、田

中瀬三が執筆している(表-1 )。その内容は、 YHなどを中心に、我が留のレク全般が帳

広く解説されている。森林レクの蕊接的な定義はないが、森林と鑓係が深いものは野外レ

クであり、各種スポ}ツや釣り、狩猟、旅行、主主山、キャンプ、スキー、スケ}トなどが

活動種混として関係し、森林が活動の場として利用されているとしている。つまり、この

時期には、 森林造-1 i掛レタリコ1:-~3ンに話題する主婆な事典等の忽述内容の登録(1)(榔t船
EE重量

との密接度が深
レヴリヱーションとは‘一般に"自発的!こ興自棄を持ってする行軍事であって、心身の健康

い野外レク活動 を傑ち、入金を隻"1こするもの"のaに解書れている。したがって、塗F弘戸外のあら
ゆる楽しみ、銀入または喜遺体でffう線型軽金般にわたるものである@しかし獲銭的1:自震

がさ三重要な対象と 係深いのは野外のレヲリエーシヨンであって、これには各尊重スポーッ釣り、狩署員、
量権行、釜山、キャンピング、スキー、スケートなどが含まれるが、森林はしばしば

して意識されて これらの野外レクリエーションが行われる場務になることがある。段常生活におい
て、再持隠の行動1:犠える5主詩書カの湾創還をという意味で渡滋なレウリニ1:-ションii動を

いる傾向が伺え 行うことは5震動されるべきことであって、この怠慾を後進するためにアメワカに本幸容を
林業宙科事典(8 持つg;際レクリエーション協会という綴織があり3唱力閣が加盟しているが、わがE舗で
本毒事象筏術者臨会. レウリヱーシぎ は鍛館法人a本レヲリエーシ藷ン協会がこの綴織に加盟してレウリエーシヨンiI勤者
叫同 J 錐量産している。レヲリヱーシヨン遺1111のー穏であるが‘量liIIわが飽iこも急速に発展し

10年後の 1971 1961. 995) てきたものにユースホステル2脱がある。本来徒歩調整行、釜山などに発したもので
あるが、lli誌では観光的意母最も強くなってきている。これも図書襲ユースホステル透綾

年に発行された という綴織があって、わが隠でも財罰法人ユースホステル鎗会がこれに1IIll!!し、会
AIこ発行する傘員Iiを携帯すれば、湖沼32カ111のユースホスチル〈宿舎}にきわめ

「新版林業百科 て縁療な料金で宿泊することができることになっている.しかし飯l/Iわが憶において
E豊百宣されつつあるいわゆるユースホステルI立、必ずしも会員だけを対象とする厳繁

若手典(日本林業 な2軍隊でのユ}スホスチJしではなく‘鍵会でま僻のある線行を型軽量語し、霞際的なこの
ユースホステル鐙織の発援に対処するという鐙111銭光約奥地から鼠ヨ震の効成に

技術協会 1971)J よって般けられる場合がある.畑中額三)
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でも、 fレクリエーション j という F義務が掲載され、杉尾伶太郎が執筆している(表-2)。

杉尾の記述も、 B中と同様、レク全般について繍広く解説されているものの、森林レクに

直接の定義はない。そして、野外レクとして、旅行、登山、釣り、キャンプ、スキー、ゴ

ルフ、海水浴などが活動種目としてき挙げられ、森林はそれらの活動の場としている点も、

問中と同じ論調である。また、新たに厚生省(当時)の自然公麟や鴎民休暇村、農林省{当

時)の額設スキ}場・野営場・自然休養林、建設省(当証寺)の都市公筒、文部省(当時)の文

化財やレク協会 事量一2 察本車レクリヱーションに隠する主要な事典型事のE述内容の変遷ω {仰1~)
レ1]1)ヱーシヨン1ま気鴎らし・楽しみ・娯楽・休養・事長.などと釈されている。つ"*り自

活動、運輸省(当 分の意志で行う行為によって‘精神および肉体の機能を偲復し入倒としての尊重量を

時)の YH活動

など、森林濁係

のレク施策が紹

介され、この持

保つためのものである。重量.1革命以来、t士写の分業化が進み‘I1Jl量f生を発婦できな
い単純なli復の生活が心身のアンバランスをもたらし、ゆとりを失わせ‘うつぶんが
3蓄積されてくる。現代の事量級it;文鱗のもとで複雑化したを士会様車障が‘緩人のよ!こ
機々なストレスを与え、ゆがめられた状態iこ縮らせ、人間伎を喪失させてい〈。これを
気晴らしや休奇襲によって、心身のまt~をもたらし、次の行動への意欲を豊島うものであ
る。レクリヱーションばごろねのような消縫釣な'ヤスム'ものから、繰言語・音楽会のよ
うな'ミ11.'.'キグなどの行為、さらに務機的な線行やゴルフなどの'スJl，'ものまで
広い意味を事寄っているが、人間の生活が怠然から還のくほど、自然におけるレクリ

期には、我が国盟諸君レクリヱ-~3ン t芯立3詔;3f2毘持号琵主2嬰3沼寵tC咳認2?竺ゴrfrl:芸;話
にお iけするレク施 会， 1怜97η1，1れ1∞} キ一.ゴJルLフ.量潟毒水員浴室などがあtげfられ森株{はましぱし!ばまこれらの犠獄となることがあ

策が現実に始動

したことをうか

がわせる内容と

り e 野外レクリエーシ理ンをすすめる施策としては、厚生省の箆立公鰯.~富2芝公箇
など自然公嫁在留民体殿村、復事事省の図書量スキー君臨・野営渇・自然体婆林、
獲量生昔話の都市公館、文書事骨量の文化財やレクリヱ-'i3ン也会活動、量量輸省の
ユースホステル活動などを中心に各方憶にわたっている。アメリカの野外レ1]1)
ヱーシヨン資源銅査委鈴会(ORRRC)の報告によると、野外レ1]1)エーションの綴奈は
今後40年間!こ3僚に士宮加するものと奥込まれ‘そのための広大な土地が用意されつ
つあるが‘わが鐙においても余綴と所得の治大からレヲリエーション望書獲の激増が

なってし、る。 予想され、雲監土の85%をおめるといわれる殺事事!こ、その織が求められる可能性が慈
〈、将来、書華客車生産衝との調整がとれトレ1]1)エーション"'Imlまますます必要となる

杉尾から何年 であろう。(杉篤伸太郎

合経て 1993年に 袋一3 軍基毒事レクリエーションtこ関する主要な耳障A等のE述内容の変2底的 (1993嗣
発行された「森 森林の公益約機能の一つ。森事事浴、ハイキング、キャンプなどの忽必乞卸

S量林・毒事3量調木材. ~-:，祝日空ム'#IIl1!iFií#L r.‘ A々に雪~6~宅(!.lij.，色め9のIU62'lil<"ず~~Fをい
林・林業・木材奥{務総・稼業・* 録量跡事豊後縫 う。また、自然学習の実践の湯あるいは情像等のかん獲を務む教軍事後続もあふさ

事u事典事自集委員 ら!こ最滋iま、各纏文化録作君主望書の織としてもその有効性が認議されるようになって
事典(森林・林会， 1993，1制 曹た。緑林が持っているこのような有形無彩の働者i弘保鍵休養・教瞥・文化機能と

業・木材辞典線
もいわれている。

岩屋-4殺事事レクリエーションにE書する主撃な.奥書事のE述内容の変遷(4) (1996年}
集委員会 1993)J

亘書指iF#IIlffLrl子'17hZ>レタrJ:r.-:t;3.ンダ墨書a 多様化する森林活用法の中
は簡潔な辞典で で、Jli丘とくに主主目されているのがレヲリヱーシヨン科期である.かつて釘本人がまだ

あるが、 f保健

休養機能J とい

う言梁が採りあ

げられている

(表-3)。そこ

で吋iはま f保健桝休養 音恕

の一つ。森林浴、

ハイキング、キ

ャンプなどの聖子

外レク利用を透

して、人々に安

自然や森林と接触する機会があったころは、とりたててレウリヱーシヨン"'1周が照霊震
になることはなかった。殺林1立子供たちの臼常豹な滋び織であり、また住民にとって
燃料や肥料を採取する袋詰!i~1IIlの一昔日でもあった.ところが、生活の滋代化とともに
翻然離れが起こり、その一方で余暇持問が増えると、己主めてレウリヱーションの織と
しての森林の鑓緩が民自証されるように怒った。従来のように自然発生約な後触では
なく、窓機してレウリヱーシ2ンのñ~まやS軽量生が緩ま守されるようになったのである

レクグzーシ』拾のlIJfl
殺害事を訪れる人が楽しめさえすれiまよいので、種類がと<1こま量定されているわ
けではない.脅唱えばヨーロッパでは称肉の激策がレクリヱーションの中心となる@ド
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らぎを与え、 心身の繁義一5察林レヲリエーシヨンI鳴する主要な事典等の包量納容の変齢) (獅1年}
a1#レク'lj.r-!/3，ン.t:{;t. 活般の且.，凡で#l#1f#Jf/ずþ~n.レクゲエ

張をほぐす効果をい ふ位艶.!2ふレウリエーシヨンは、本来iま人情伎の包復を2慨する告に今釘では.
B本E霊で保鍵休.徳能という..で表現されるように‘肉体的および精神的鍵療を

うJ とされ、 f森林と g柄、務自の活力ともなるインスピレーション柿るための多様な活動を指していう.

密接に関わることを前 五首長通話議官5蒜52詰混乱摂雰22332土左右3f
けられる.日本では自然E聖域におめる森林の割合が事いが‘海外ではワイルドラン
ドには砂ilなども含まれるため、軍軍林レヴリエーシヨンiまワイルドランド・レ?'J;r;-
シ翠ンのー形E重であるといえる.また、森本本しがJエーション笠間l主、山地などに署員ら
ず明治神宮の森のような都市林や累山も含まれる.さらに、毘本の森林はうっそうと
しているので‘森林には依存するものの.レヲワエーション活動で使われるのは.線
開や水稲‘芝生などのオーブンスペースである.なお.臨土におめる緑林の書官舎が
1申軸ほどのイギリスではカントリーサイド・レウリエーシヨンと絡んでいる.

援とした野外レク jが、

いわゆる森林レクに相

当すると解釈できる。

これは国中や杉尾の見

解と同様に、森林レク
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軍軍事事レヲリエーシ沼ン!ま、微々な活動を獲しむ人湖とその織としての轟林11境、そ
れらの媒体となるイン告ーフェースの三省で構成される。

第一1こ、人僚のレヲリエーション活動lふ動力依存型置と芸春依存型1::大勝される.稿
者にはRI/やスJーモーピル、モ-11ーボートなどが含まれる.後者!ま釜山{パッ
クパッキング}やオリエンテーリング、乗11などの動的なものから、察事事浴やピ
クエユッ夕、芸E街活動のように静的なものまである.また、署警の山議録り、J:lの水
泳、秋の鉱業狩り、キノコ採り.冬のスキーなどの季箆伎のあるものや‘水箇で
のカヌーや釣り‘パラセイリングのようにフィールド特性依存度のjI;い活動な
ど多様である.さらに‘従来iま林業労働であった下出j坦や穣林などをlI!w録会・管
理活動としてー纏のレヲリエーションとして捻進する動脅も売られる.いずれにしても
森林という怠然資源に依存している点が基本となも人活動lまレウザエーション健会多
様性(ROSlに示されるように多岐にわたっている6

第二!こ、レ?')エーション環境としてのa本の森林!ま‘歪iIi山事静や北海道を除〈と、
理車線な地費量とモンスーンによる~p轄気候によって特色づけられる.これらの豊富図のた
め.箆土の7割近〈が議称として僚会され、季節変化がすばらし〈、生物事機性も書簡
いという制点もある。だがレウリエ叩ションの観点からは‘高温多;湿な夏期への串III!
集中‘台風などの自然災害の頻発、"Fl匝の繁茂‘事事警な動織物の存者Eという人目患の
余暇活動のベースとしては必ずしもE軍事しくない条件がある.このため、森林レウリ
エーシヨンを行うためには、何らかの施ま量整犠ゃんール作りが料用者にとっても織赫
11~量僚会のためにも必獲となる.
そこで第三の望書舗としてレヲリエーシヨン・イン章一フェースの役割がE重要である.こ
のイン;-フェースには、ハード的なものとソフト約なものがある.ハード約なものは.
重量山道や遊歩道室、E慎遂のような移動施霊免ピクニックサイトやキャンブサイト
およびそれらに付随する水場やトイレのような後遺産自匝設‘ピジ11ーセン事ーや
案内娠のような教事事.1量、管理聖者fs鎗駐する管理章旗Itなどからなっている.軍事
林環境を活かすという森綜レウリエーシ沼ンの特性からすれば、B量級型車自信I主賓Ij¥1II
に伺えるべきであるが、iJlIえlま湿際の氷遂のように5llt獲量障によって自然環犠への
インパウトを郷和jできる場合もある.

ソフト約なものには、緑林情報を車Ijj覇者にわかりやす〈伝えるイン;-ブリテーショ
ン、事i用者どうしが守るベ曹ルールづくり.施訟の適切な智環などがある。特!こ利F再
翁どうしの対立は‘ E量動車やスノ}幸一ピI~I::代表される動力をF闘いる活動と‘徒歩

森4ヰレ0・I}:r;ーションやヲ羽スカントリースキーなどのように動力を用いない利用鯵穏との簡で起こりゃす
い.この点から!l!1IIIゃ時間をすみわけるゾーニングによる規制がとられる場合もある
が、線本的には自然11壌に懇豊島寄を与えずにそれを享受する利用形態が骨量先され
るべきである。

線事事レヲリエーションにおける計器臣、管理と1ま‘森林環境と利用者に擁する情報告
適切にモエ;'Jンヴして、ハードとソ7トの濁演のイン;ーフエースを活用して環境へ
のインパヲトを最小限にしつつ事Ijj覇者の瀦足涯を量火にするi蝿綴といえる.

8本の軍軍事事レヲリエーシ譲ンの援交を展望すると、車種称レ?'Jエーション!l!聞は奥山
裂と霊山霊置が共存してきた。平安食1il1ま今日のE里山に担当する奇襲織野など人為の
加わった自然を豊臣しみ、鈴虫や2評議に対する総細な感覚を和敬などを媒介として縫
いた.一方、照時代において、大峰山の修後五Eにみられるように‘後しい奥山が山
m~罪教に利用されてきた.江戸時代iこは.盤UJ重量としては花見のIß所など意図的に
森林レヲリエーション安問が..属されると筒持1::、I!山でも織による調理綴山などへの
受wが緩んになる.ζれは宗教活動であるが、実織は伊勢参りと同様、レヲリエー
シヨン約な愈自睡もあった.

明治時代になると.1873(畷治6)年1::、太政官有逮第16暑において公自由がま量置さ
れ、害事帯感辺の滋林レヲリエーション窓際が書量り込まれる.また.I!UJIこも欧米豊富森
林レヲザエーションとして.アI~ピニニズムが導入される.このように平安時代から違綿
として緑林レウザエーシ翁ンが緩いている。

レヲリエーシヨン串1I1習が、森林環境!こ対して影穫を:&.1ますことは避けがたい.絡に
森林管環者の立場かもl立、たばこ.焚曹火によるUJ火事‘ゴ主役X.綜道施2量破11
が‘また生態学脅かもは織さ主などの磁穫が鯛題点として指寄書されている。しかしこれ
もの否定釣な影響を最小般に鰐縦し、持続的苧IJI署ができる軍事圏内であれば‘レヲリ
エーション1ま緑林・林業1こ対する都市住民の理解.支援を害事る鎗会である.例え1また
き火iま山火事のB要閣になりうるが.認常績を使わな〈なった今閥、キャンブにおける
たき火はかつての銭湯を体験する貧盤な機会であり、大曹な教資的効果が納得で寄
る.
これまで日本の称野行政では経5奇怪を優先した絡果、ヰ卒業が主体であり、レヲリ
エーション!まIU次的な依畿づけであった.林業が薮渇する一方、環境保全に対する
繍心が高まっている状況において.積良の殺林・林重量1::対する環解を百臨める手段と
しても緑林レヲリエーシヨンは重重要である.(伊鱒太一)
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旦一筋設、ヒュッテ、キャンプ場、展望台、フィールドアスレチック施設など、レク活動

を行うための施設の解説を行っている点が新しい。

2001俸の f森林・林業百科事典{日本林業技術協会 200I)Jでも、「森林レクリヱーショ

ンj という独立した項 gが立てられ、伊藤太ーが詳級に解説している(表-5)。伊藤は、

森林レクを f活動の場として森林を利用する野外レク j と定義づけている点は、それまで

の解釈と大きな変わりはないが、活動内容についてはRVやスノーモービル、モータ}ボー

ト、登山(パックパッキング)、オリエンテーリング、乗馬、森林浴、ピクニック、芸術活

動などの各種良や、春の山菜採り、夏の水泳、秋の紅葉狩り、キノコ採り、冬のスキーな

どの季節性のあるもの、水面でのカヌーや釣り、パラセイリングのようにフィールド特性

依存度の高い活動なども対象とし、さらに余暇時間を利用した里山保全管理活動や、歴史

文化的な和歌、修験なども森林レクの範鳴であると記述していて、対象としている活動の

範囲が、それまでの事典の解釈よりもかなり広がりを見せ、必ずしも純粋な野外活動に対

象を絞っていないことが注目される。 dらに レクのための施設については、主主山道や遊
歩道、車道のような移動施設、ピクニックサイトやキャンプサイトおよびそれらに付随す

る水揚やトイレのような使主主施設、ビジターセンターや案内板のような教育施設、管淫者

が常駐する管理施設など、かなり体系立てた定義をしていることが分かる。

3. まとめ

このように、 1961年の回中から 2003年の伊藤の関に、森林レクに関する概念は広がりを

見せ、多様な展開を示していることが事典の記述の変遷から見て取れた。つまり、森林レ

クという言葉の解釈が、森林との密接度が深い野外レク活動に限られていた初期の状況か

ら変遷し、近年は純粋な聖子外活動とは必ずしもいえない活動まで対象を広げる傾向にある

ことが明らかになった。

今後の森林施策を考えた場合も、森林や林業iこ箆接関係する野外活動会対象にする一方

で、森林留である我が留の実情を踏まえて、森林との箆接的関わりが高いとはいえないレ

ク活動であっても積極的に範鳴に入れ、各々の活動と森林との関わり合いを総合的に考慮

し、最も適した森林の管壊手法が何であるのかということを探求して行く必要があると考

えられる。
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